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長
野
市
の
ほ
ぼ
全
域
か
ら
1
日
平
均
約

3
0
0
ト
ン
も
の
可
燃
ご
み
が
搬
入
さ
れ

る
長
野
市
清
掃
セ
ン
タ
ー
。
焼
却
施
設
を

は
じ
め
危
険
の
多
い
職
場
で
あ
る
だ
け

に
、全
職
員
が
業
務
の
手
引
き
と
す
る「
作

業
手
順
書
」
を
フ
ル
活
用
し
、
リ
ス
ク
ア

セ
ス
メ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

5
つ
の
係
す
べ
て
に

リ
ス
ク
ア
セ
ス
担
当
者
を
配
置

長
野
市
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
18

年
の
労
働
安
全
衛
生
法
改
正
に
よ
る
リ
ス

ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
努
力
義
務
化
を
き
っ

か
け
に
、
一
部
職
員
の
間
で
リ
ス
ク
ア
セ

ス
メ
ン
ト
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
た
。

そ
し
て
21
年
10
月
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
職
場

安
全
衛
生
委
員
会
（
以
下
、
職
場
安
全
衛

生
委
員
会
）
で
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
導

入
の
必
要
性
が
提
起
さ
れ
る
。
前
年
度
の

公
務
災
害
は
手
首
の
捻
挫
1
件
だ
け
だ
っ

た
が
、
有
毒
物
質
の
取
り
扱
い
や
高
温
環

境
、
毎
日
3
0
0
〜
4
0
0
台
の
車
両
往

来
な
ど
危
険
を
伴
う
業
務
が
多
い
か
ら

だ
。
そ
の
後
、
災
害
の
な
い
快
適
な
職
場

を
目
的
に
検
討
が
な
さ
れ
、
23
年
2
月
の

職
場
安
全
衛
生
委
員
会
で
正
式
に
導
入
が

決
定
。「
長
野
市
清
掃
セ
ン
タ
ー
リ
ス
ク
ア

セ
ス
メ
ン
ト
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
が
策
定
さ
れ
、

同
年
9
月
1
日
に
施
行
さ
れ
た
。

実
施
体
制
の
中
心
は
、
職
場
安
全
衛
生

委
員
会
内
に
設
け
ら
れ
た
「
リ
ス
ク
ア
セ

ス
メ
ン
ト
小
委
員
会
」と
な
る
。
メ
ン
バ
ー

は
、
職
場
安
全
衛
生
委
員
会
か
ら
指
名
さ

れ
た
委
員
長
1
人
、
各
係
（
管
理
・
施
設
・

業
務
第
一
・
業
務
第
二
・
操
作
）
を
代
表

す
る
委
員
5
人
、
安
全
管
理
者
で
あ
る
セ

ン
タ
ー
所
長
1
人
、
技
術
系
所
長
補
佐
が

務
め
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
1
人
か
ら
構
成
さ

れ
る
。
い
ず
れ
も
職
場
安
全
衛
生
委
員
会

の
委
員
だ
。
こ
の
う
ち
各
係
代
表
の
委
員

5
人
は
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
担
当
者

を
兼
ね
、
職
場
安
全
衛
生
委
員
会
と
現
場

す
べ
て
の
作
業
を
書
面
化
し
て

全
職
員
で
リ
ス
ク
を
洗
い
出
す

ル
ポ
1  

長
野
県 

長
野
市
環
境
部
清
掃
セ
ン
タ
ー

■ 資料1　作業手順書の例（左：改訂前／右：改訂後）

※本文参照
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ルポ 1  長野県 長野市環境部清掃センター

部
清
掃
セ
ン
タ
ー
操
作
3
係
指
導
員
の
石

田
豊
晃
さ
ん
だ
。

作
業
手
順
書
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
担
当
者
が
自
分
の

所
属
す
る
係
の
職
員
全
員
か
ら
作
業
方
法

や
リ
ス
ク
な
ど
を
聴
き
取
っ
て
、
シ
ー
ト

に
ま
と
め
て
い
っ
た
と
い
う
。
双
方
じ
っ

く
り
と
話
し
合
っ
て
作
成
し
て
い
く
た
め
、

職
員
一
人
ひ
と
り
が
リ
ス
ク
や
安
全
確
保

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
が
得
ら
れ
る
と
い

う
効
果
に
つ
な
が
っ
た
。
ま
た
、
作
業
前

に
職
員
が
目
に
す
る
機
会
が
多
く
、
そ
の

た
び
に
作
業
に
潜
む
リ
ス
ク
を
意
識
す
る

こ
と
に
な
る
。

作
業
手
順
書
は
、
事
故
発
生
や
作
業
変

更
な
ど
を
踏
ま
え
、
毎
年
度
6
〜
8
月
に

か
け
て
集
中
的
に
改
訂
。
緊
急
性
の
高
い

事
案
は
逐
次
改
訂
が
な
さ
れ
る
。

た
と
え
ば
昨
年
度
は
、
市
民
宅
に
直
接

収
集
に
出
向
い
た
職
員
が
、
ト
ラ
ッ
ク
後

部
の
荷
台
扉
に
顔
面
を
強
打
す
る
災
害
が

起
き
た
が
、
即
座
に
作
業
手
順
書
に
反
映

さ
れ
た
。
積
み
込
み
作
業
、清
掃
セ
ン
タ
ー

搬
入
時
の
「
危
険
・
急
所
」
と
し
て
、「
ヘ

ル
メ
ッ
ト
や
手
袋
等
の
保
護
具
を
着
用
す

る
」「
作
業
中
は
お
互
い
に
声
掛
け
な
ど

し
な
が
ら
行
う
」「
ト
ラ
ッ
ク
後
部
の
扉

を
開
閉
す
る
と
き
は
、
扉
を
持
っ
て
開
閉

し
、
扉
止
め
の
フ
ッ
ク
を
か
け
る
」
な
ど

職
員
を
つ
な
ぐ
重
要
な
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と

し
て
、
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

危
険
回
避
の
注
意
事
項
を

作
業
手
順
書
に
記
載

同
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
で
特
徴
的
な

の
は
、
作
業
手
順
書
（
資
料
1
）
を
フ
ル

に
活
用
し
て
い
る
点
に
あ
る
。

こ
れ
は
そ
も
そ
も
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ

ン
ト
を
目
的
に
作
成
さ
れ
た
。
以
前
か
ら

機
械
・
設
備
を
対
象
と
す
る
操
作
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
存
在
し
た
が
、
対
象
を
す
べ
て
の

作
業
ま
で
広
げ
る
と
と
も
に
、
内
容
を
刷

新
。
必
要
工
具
や
作
業
の
範
囲
・
手
順
な

ど
の
ほ
か
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
密

接
に
つ
な
が
る
「
過
去
の
事
故
・
災
害
事

例
」「
作
業
の
リ
ス
ク
」「
作
業
の
危
険
・

急
所
」な
ど
の
欄
が
、新
た
に
設
け
ら
れ
た
。

「
業
務
の
一
つ
ひ
と
つ
を
洗
い
出
し
て
作

業
手
順
書
を
作
成
し
て
い
る
の
で
、
そ
の

数
は
膨
大
で
す
。
私
が
所
属
す
る
操
作
係

だ
け
で
も
数
十
枚
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

手
順
書
は
バ
イ
ン
ダ
ー
に
フ
ァ
イ
リ
ン
グ

し
て
、
現
場
の
職
員
が
い
つ
で
も
閲
覧
で

き
る
よ
う
に
、
各
現
場
の
わ
か
り
や
す
い

場
所
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
内

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
も
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
」
と
話
す
の
は
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ

ン
ト
小
委
員
会
の
委
員
長
を
務
め
る
環
境

の
注
意
事
項
が
追
記
さ
れ
た
（
資
料
1
※

参
照
）。
そ
の
ほ
か
作
業
手
順
、
保
護
具

な
ど
の
欄
に
も
、
細
か
く
修
正
が
加
え
ら

れ
て
い
る
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
す
で
に
ほ
と
ん
ど
の

作
業
に
つ
い
て
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が

実
施
済
み
の
た
め
、
現
在
は
、
こ
う
し
た

事
故
・
災
害
が
生
じ
た
際
に
、
リ
ス
ク
ア

セ
ス
メ
ン
ト
を
や
り
直
し
て
い
る
。

全
員
参
加
型
の

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
流
れ
は
、
5

つ
の
ス
テ
ッ
プ
に
分
か
れ
る
。
ス
テ
ッ
プ

1
で
は
、
新
規
作
成
あ
る
い
は
改
訂
さ
れ

た
作
業
手
順
書
を
基
に
、
職
場
の
危
険
性

／
有
害
性
を
特
定
す
る
（
以
下
、
資
料
2

参
照
）。

ス
テ
ッ
プ
2
は
、
こ
れ
ら
の
危
険
性
／

有
害
性
ご
と
に
、
既
存
の
予
防
措
置
に
よ

る
災
害
防
止
効
果
も
考
え
た
う
え
で
、
リ

ス
ク
を
見
積
も
る
。

見
積
も
り
の
方
法
は
、「
重
篤
度
」「
発

生
の
可
能
性
」「
危
険
性
／
有
害
性
に
近

づ
く
頻
度
」
の
3
要
素
を
数
値
化
し
、
そ

れ
ら
を
加
算
し
た
点
数
に
よ
っ
て
、
リ
ス

ク
レ
ベ
ル
を
Ⅰ
〜
Ⅳ
の
4
段
階
で
評
価
す

る
方
法
を
用
い
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
リ

ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
評
価
基
準
を
参
考
に

し
た
と
い
う
。

続
い
て
ス
テ
ッ
プ
3
と
し
て
、
リ
ス
ク

低
減
措
置
の
検
討
に
入
る
。
ま
ず
ス
テ
ッ

年度末見直し実施

次年度計画への反映

日常作業の継続実施

必要あり 必要なし
リスク低減の必要性の確認

効果あり 効果なし
リスク低減措置効果の確認

ステップ1
作業手順書を基にした危険性／有害性の特定

ステップ2
リスクの見積もり

ステップ3
リスク低減措置の検討

ステップ4
リスク低減措置の実施

ステップ5
リスク低減措置の記録

■ 資料2　リスクアセスメント実施のフロー
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プ
2
で
算
出
さ
れ
た
リ
ス
ク
レ
ベ
ル
を
基

に
、
低
減
措
置
の
必
要
性
を
判
断
・
検
討
。

そ
の
際
は
、
低
減
措
置
を
実
施
し
た
場
合

の
「
リ
ス
ク
レ
ベ
ル
」
も
算
出
し
、
事
前

に
効
果
を
見
通
し
て
い
る
。

ス
テ
ッ
プ
4
で
は
、
実
際
に
低
減
措
置

を
実
施
す
る
。
リ
ス
ク
レ
ベ
ル
の
高
い
も

の
、
す
ぐ
に
実
施
で
き
る
も
の
を
優
先
し

て
、
各
係
で
速
や
か
に
実
施
す
る
。
予
算

措
置
が
伴
う
な
ど
各
係
で
判
断
・
実
行
で

き
な
い
案
件
に
つ
い
て
は
、
職
場
安
全
衛

生
委
員
会
や
所
長
の
判
断
を
仰
ぐ
。

低
減
措
置
実
施
後
は
、
効
果
が
確
認
で

き
た
も
の
は
継
続
。
で
き
な
か
っ
た
も
の

は
、
残
留
リ
ス
ク
と
し
て
再
度
、
低
減
措

置
案
を
検
討
・
実
施
す
る
。

ス
テ
ッ
プ
5
は
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン

ト
小
委
員
会
に
お
い
て
リ
ス
ク
低
減
措
置

の
記
録
と
年
度
末
の
定
期
的
な
見
直
し
を

環境部清掃センター操作3係指導員・石田豊晃
さん（左）と、同所長補佐・中根光雄さん

す
る
。
見
直
す
項
目
は
、
作
業
手
順
書
改

訂
の
必
要
性
、
リ
ス
ク
低
減
措
置
の
効
果
、

危
険
性
／
有
害
性
な
ど
。
問
題
点
が
残
る

場
合
は
次
年
度
の
課
題
と
し
て
職
場
安
全

衛
生
委
員
会
の
審
議
を
経
て
反
映
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
ス
テ
ッ
プ
の
う
ち
、
ス
テ
ッ
プ

1
〜
4
ま
で
は
、
全
職
員
が
行
う
べ
き
役

割
と
さ
れ
る
。
全
員
参
加
型
の
リ
ス
ク
ア

セ
ス
メ
ン
ト
が
推
進
さ
れ
て
い
る
の
も
、

同
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
だ
。

見
直
し
・
改
善
も
必
要
か

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
あ
り
方

こ
う
し
た
取
り
組
み
内
容
は
す
べ
て
、

「
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
実
施
一
覧
表
」
に

ま
と
め
ら
れ
（
資
料
3
）、
作
業
手
順
書

と
同
様
、
全
職
員
が
閲
覧
で
き
る
。
職
場

安
全
衛
生
委
員
会
の
議
事
録
や
添
付
資
料

も
全
職
員
に
回
覧
さ
れ
る
。
ま
た
、
今
年

度
は
、
全
職
員
を
対
象
と
し
て
化
学
薬
品

の
漏
洩
・
取
り
扱
い
な
ど
の
研
修
も
行
う

予
定
だ
。
新
た
に
着
任
し
た
職
員
に
は
、

異
動
職
員
教
育
の
1
日
研
修
の
中
で
、
30

分
程
度
時
間
を
と
り
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ

ン
ト
の
必
要
性
、
重
要
性
に
つ
い
て
講
義

し
て
い
る
と
い
う
。

「
そ
れ
で
も
、
業
務
内
容
が
毎
日
ほ
ぼ

同
じ
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
現
場
の
職
員
は

異
動
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
ど
う
し
て
も

“
慣
れ
”
が
出
て
き
ま
す
。
事
故
発
生
直

後
は
気
を
つ
け
て
い
て
も
、
し
ば
ら
く
す

る
と
安
全
意
識
が
薄
れ
て
い
く
傾
向
も
垣

間
見
ら
れ
ま
す
」
と
語
る
の
は
、
所
長
補

佐
の
中
根
光
雄
さ
ん
だ
。
実
際
、
リ
ス
ク

ア
セ
ス
メ
ン
ト
実
施
後
も
、
公
務
災
害
は

お
お
む
ね
1
、
2
件
の
ま
ま
横
ば
い
で
推

移
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
現
実
を
踏
ま
え
、
前
出
・
石

田
さ
ん
は
「
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
見
直
し
や
改
善
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と

語
る
。
潜
在
す
る
危
険
性
／
有
害
性
を
さ

ら
に
拾
い
上
げ
る
た
め
に
、
職
員
に
自
由

に
記
入
し
て
も
ら
う
「
危
険
体
験
メ
モ
」

を
つ
く
る
検
討
も
し
て
い
る
。

災
害
ゼ
ロ
を
目
指
す
、
同
セ
ン
タ
ー
の

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
あ
り
方
が
、
今

後
も
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
。

■ 資料3　リスクアセスメント実施一覧表の例

一覧表はエクセルシートとなっており、重篤度・可能性・頻度
を入力すると、自動的にリスクレベルが算出される。


